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1. はじめに 

 近年，動画教材を用いたオンデマンド形式の

授業が行われることが多くなっている．しかし，

事後的に見返すことが容易にできる点から，対

面と比べ，授業内容への集中が続かず，学習効

果が低減している可能性が指摘されている[1]． 

 これまでの先行研究で，動画速度を 1.5 倍速に

すると学習者の集中度が向上する[2]ことや，動画

の一時停止や巻き戻し操作を記録することが,動

画教材の改善に役立てられることが報告されて

いる[3]．本研究では動画教材を用いた e-learning

講座を取り上げ，その視聴方法が学習効果へ及

ぼす影響の分析を行う．具体的には，動画の再

生方法に制約を加えた場合における学習効果の

測定方法を新たに提案し，その提案手法を用い

て，学習成果の 5 分類[4][5][6]に基づく言語情報と

知的技能に関する項目の学習効果と，動画の再

生方法との関係を検討する． 

2．実験手法 

 本研究では動画構成の制限下での学習効果の

測定を行うため，学習用の動画プレイヤを独自

に開発した（図 1）．このプレイヤは，1 回の視

聴の中で再生速度と一時停止に関し，それぞれ 2

種類の視聴条件を設定することで，以下の 4 条件

に対応する機能を JavaScript 及び PHP，YouTube 

Data APIを用いて以下のように実装した． 

条件-A : 1 倍速,  一時停止不可 

条件-B : 1.5倍速，一時停止不可 

条件-C : 1 倍速， 一時停止可 

条件-D : 1.5倍速，一時停止可 

 実験には，45名(20歳代，大学生)が参加し，任

意の PC 上のインターネットブラウザを用いて，

指定された条件で 1～2 種類の動画教材を視聴し，

その直後に内容に関する質問に回答することを

依頼した．質問は，オンラインのアンケートフ

ォームにて独自に作成した言語情報 10 問，知的

技能 10 問で構成され，各回答結果は自動で記録

される．収集したすべての回答は，MTF法[7]を用

いて採点され，その正答率による集計を行った． 

実験で使用された動画教材は，専門的知識を

前提としない「全部無料の e-Learning アイプラス」

（アイプラス社製）が提供している社会マナー

に関する e-learning 講座[8]から「1: 来客の応対」，

「2: 挨拶」，「3: 電話のかけ方」，「4: 敬語」の

4つ（各 15分間）を選び，上述の 4条件の動画構

成を各動画に対して割り当てた． 

なお，この動画プレイヤでは，動画の「再生/

一時停止」の 2種類の操作記録とその時刻が，各

参加者の視聴した動画の種類と実験条件は質問

への回答結果と紐づけて記録された． 

図 1 条件Ｃの動画プレイヤ 

3. 実験結果 

3.1 分析方法 

動画教材の内容に関する回答が得られた 72 件

のデータを対象に分析を行った．学習成果の 5 分

類の「言語情報」，「知的技能」のそれぞれに

ついて，「正答率」を従属変数とし，「動画の

種類」「動画の速度」「停止可能か」を固定因

子とした三要因の分散分析（Three-way factorial 

ANOVA）を，それぞれ実施した． 

3.2 言語情報に関する学習効果 

 「動画の種類」要因に関してのみ，有意差が

見られた(F(3, 59) = 6.991, p < 0.001)(図 2)．4群間

で Bonferroni の方法による多重比較を行った結果，

「動画 1」群と「動画 4」群の間(p =0.009)，及び

「動画 3」群と「動画 4」群の間(p =0.001) にそれ

ぞれ有意差があった．また，「動画の種類」要

因と「動画の速度」要因の一次の交互作用に関

しても，有意差が見られた(F(3,59) = 2.891, p = 

0.043)．一方，「動画の種類」要因と「停止可能

か」要因の一次の交互作用には有意傾向(F(3,59) 

= 2.610, p = 0.060)は見られたが，有意差は見られ

なかった． 

Bonferroni の方法による多重比較を行った結果，

動画の種類「敬語」において，動画の速度要因
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の「1.0 倍速」群と「1.5 倍速」群の間に有意差 (p 

= 0.021) があった(図 3)． 

 

 

 
動画の種類 

図 2 動画の種類における正答率の比較 

 

 
動画の種類― 動画の速度 

図 3 動画の種類と動画の速度の比較 

3.3 知的技能に関する学習効果 

 「動画の種類」要因と「停止可能か」要因の

一次の交互作用に有意傾向(F(3,59) = 2.387, p = 

0.078)があったが，いずれも有意差はなかった． 

4. 考察  

 言語情報に関する質問の正答率に関し，動画

の種類「4: 敬語」の場合において，動画の速度要

因の「1.0 倍速」群と「1.5 倍速」群の間に有意差

があった．このことから，動画教材「敬語」に

関しては「1.5 倍速」で視聴したほうがより高い

学習効果が得られたといえる． 

 今回視聴した動画教材のうち「4: 敬語」の動画

は敬語に関する宣言的知識を説明する内容であ

ったため，その質問も，単にその知識を問う内

容となっていた．以上のことから，動画教材を

通して単なる宣言的知識を学ぶ課題の場合は，

1.0倍速よりも 1.5倍速で動画教材を視聴したほう

が，学習効果が高められる可能性が考えられる． 

 一方，宣言的知識ではなく手続き的知識とし

て習得される知的技能については，どの要因に

も有意差はなかった．このことから，手続き的

知識の習得に関しては，動画教材の内容や視聴

する際の再生速度と，学習効果には関係性がな

いため，1.5 倍速で視聴した場合の方がより高い

時間効率で学習できることが示唆される． 

5. おわりに  

本研究では，新たに提案した動画教材の再生

方法に制約を加えた場合の学習効果の測定方法

を用いて，その学習効果と動画の再生方法との

関係を検討した．その結果，宣言的知識の学習

では，1.0倍速よりも 1.5倍速で動画教材を視聴し

たほうが，学習効果が高められるが，知的技能

のような，手続き的知識として理解する必要の

ある学習の場合では，視聴する際の再生速度と

学習効果には関係がない可能性を示した．これ

らのことは，動画教材を通して学習する内容に

基づき適切な視聴速度を選択することで，学習

効果を高められることを示唆している． 

 本研究では十分検討できなかったが，言語情

報と知的技能のどちらの分野においても「動画

の種類」要因と「停止可能か」要因の一次の交

互作用に有意傾向（p < 0.1）が見られている．今

後は，再生速度だけでなく，一時停止の可否な

ども含め，動画教材からの学習内容と，その視

聴方法に関するより詳細な関係について検討し

ていくことを予定している． 
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